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はじめに

新学習指導要領に示された
特別支援教育５つのポイント

（１）障害の状態等に応じた
指導内容や指導方法の工夫

（２）特別支援学級における特別の教育課程
（３）通級による指導における特別の教育課程
（４）個別の教育支援計画や個別の指導計画の

作成と活用
（５）障害のある幼児児童生徒との交流及び

共同学習



１．障害の状態等に応じた
指導内容や指導方法の工夫とは

障害の種類や程度によって一律に指導内容や
指導方法が決まるわけではない。
・児童一人一人の障害の状態や特性
・心身の発達の段階等

学習上又は生活上の困難が異なる

個々の児童の障害の状態等に応じた
指導内容や指導方法の工夫を検討し、
適切な指導を行う。



※ 個に応じた指導を充実させるために

① 学びの過程で考えられる【困難さの
状態】を把握し、

② 【指導上の工夫の意図】を明確に
もった上で、

③ 【手立て】を講じる

ことが重要である。
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後付けの対応 バリアフリー
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問題行動：子どもからのメッセージ
「わかりません」「こまっています」「たすけてください」



特別支援教育コーディネーター・特別支援
学級担任・通級指導教室担当の出番
（１）本人が抱える障害特性や認知特性を

理解する
→ 校内研修で（心理的疑似体験等）
→ 校内委員会・ケース検討会で
→ 心理アセスメントの結果から
→ 保・幼・小・中等：縦の連携

保健・医療・福祉・労働等：横の連携
による情報から

→ 「個別の教育支援計画」
「個別の指導計画」から



（２）一人一人が特に苦手なことを理解する
→ どんな学習活動でつまずくのか
→ どの段階でつまずくのか
→ 要因となるものは何なのか
→ 配慮支援で改善できるのか

トレーニングで改善するのか
代替手段が必要なのか

合理的配慮に

試行錯誤・臨機応変
個々の子どもに合う支援の方法を見つける



（３）「強い力」を生かし伸ばす
→ 得意なこと・強い力

将来の進路選択にも直結
→ 「強い力」で弱点をどう補うかを

子どもと共に考える
→ 「ぼくにはこんなところがある

けれど、こうすれば大丈夫」

自分に合った学習スタイルの獲得
自己理解・自己支援力の獲得



• Option（複数の方法）：自分に最も合うや
り方を選べるように、同じねらいを達成させ
られる学習方法等の選択肢を複数用意してお
くこと。（例：レポートまたは口頭発表）

• Alternative（代替手段）：ある方法に代わ
る、別の方法で同じ目的が達せられるもの。
（例：筆記の代わりにPCで入力）

（４）「手立て」を考える４つのアプローチ
米国CAST「学びのユニバーサルデザイン（UDL）

ガイドライン Ver2.0」（2011）より



• Scaffolding（足場的支援）：あるスキルを
習得するまでの期間、必要に応じて利用でき
る援助。（例：手順を覚えるまで、いつでも
参照できる手順表）

• Customize（調整）：自分の使いやすさや
好みに合わせて、大きさ、速さ、色などを変
更や調節ができること。（例：文字のフォン
ト、問題の難易度や量の調節）



（５）子どもの困難さを予測するために･･･
主な学習活動
や教材等

誰がどのように
学びにくくなるか

どんな手立てを
用意するか

文章問題を読んで、
課題をつかむ。

Ａ児： 読みの困難さが
あり、文章問題のイメー
ジがつかみにくい。

文章問題の状況をイメージで
きるよう、具体物（分ける飴・
分けるための袋）を用意する。

わり算の手続きを見
つけ出す。
・一人で
・グループで協議
・全体で共有し、わり
算の手続きを整理

Ｂ児： 数字や演算子の
記号など、抽象的な視覚
情報の理解と操作が苦手
であり、数字を操作して
わり算の手続きを考える
ことが難しい。

ノートに、絵・テープ図・数
直線等を描いて考え、それをも
とに、文章や口頭で説明しても
よいことを伝える。
テープ図や数直線を自分で書

くことが難しい場合には、基本
となるものを書いたワークシー
トを準備し配付する。

まとめをし、適用問
題で習熟を図る。

Ｃ児： かけ算九九の意
味は理解しているのに、
正確に暗唱することが難
しいため、わり算の手続
きが理解できても、商を
正しく導き出すことが難
しい。

わり算をする過程でかけ算を
ミスし、商を誤ることのないよ
う、かけ算九九表を用意する。



４．各教科等における配慮の例
困難さの状態・指導上の工夫の意図・手立て

事例１ 国語科
(困) 自分の考えや思いを文章表記して表現する

ことが困難な場合、
(意) 多様な表現方法を工夫し、自分の考えを表す

ことに対する自信がもてるよう、
(手) 図や絵を描いたものを

提示したり、ICT機器
を活用して発表したり
するなど



事例２ 社会科
(困) 地図等の資料から必要な情報を見つけ出した

り、読み取ったりすることが困難な場合、
(意) 読み取りやすくするために、
(手) 地図等の情報を拡大したり、見る範囲を限定

したりして、掲載されている情報を精選し、
視点を明確にするなど



事例３ 算数科
(困) 作動記憶の弱さから、簡単な計算を暗算する

ことが難しい場合、
(意) 視覚情報を手がかりに正しく計算することが

できるように、
(手) 筆算するスペ

ースを確保した
り、計算用紙を
準備したりする
など



事例４ 理科
(困) 日常使用することが少なく、抽象度の高い

言語の理解が困難な場合、
(意) 具体的にイメージをもつことができるよう、
(手) 既習の言葉や分かる言葉に置き換えるなど



事例５ 体育科
(困) 勝ち負けにこだわったり、負けた際に

感情を抑えられなかったりする場合、
(意) 考えたことや思ったことをすぐに行動に

移してしまったりすることがあることから、
(手) 勝ったときや負けたときの表現の仕方を

事前に確認したりするなど



事例６ 特別の教科 道徳
(困) 他者との社会的関係の形成に困難がある児童の

場合、相手の気持ちを想像することが苦手で字
義通りの解釈をしてしまうことがあることや、
暗黙のルールや一般的な常識が理解できないこ
とがあることなど困難さの状況を十分に理解し
た上で、

(意) 他者の心情を理解するために

(手) 役割を交代して動作化、劇化
したり、ルールを明文化するな
ど、学習過程において想定され
る困難さとそれに対する指導上
の工夫が必要



事例７ 特別活動
(困) 学校行事における避難訓練等の参加に対し、

強い不安を抱いたり戸惑ったりする場合、
(意) 見通しがもてるよう、
(手) 各活動や学校行事の

ねらいや活動の内容、 役割
（得意なこと）の分担などに
ついて、視覚化したり、
理解しやすい方法を用いた
りして事前指導を行うとと
もに、周囲の児童に協力を
依頼しておく。
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おわりに

教室の中には 様々な多様性があり
どの子にも 学ぶ権利があり
「分かるようになりたい」
「できるようになりたい」
と 思っています＊

障害の状態等に気づき
みんなが分かる・できる・楽しい授業

を 考えていきましょう！！



演習課題
次のような児童に対し、障害の状態等に応じた指

導としてどのような工夫を講じるか、「困難さの状
態」「指導上の工夫の意図」「手立て」について考
えましょう。
■ケース１

かけ算の意味（乗数が１増えると積は被乗数の
分だけ増える）は分かっているのに、何度唱えて
練習しても、九九を正しく唱えられない。

■ケース２
わり算の筆算の手順（たてて・かけて・ひいて

・おろす）は分かっているのに、頭の中で、立て
る数（商）を見積もることが難しい。


